
■ 現在、１名の方が９月に３か月間の研修を修了し、もう１名の方が研修中です。 

次号では、インターンシップ体験の報告記事が掲載できる予定です。 

■あなたも、長期インターンシップに応募してみませんか? 【募集中】 

●  長期インターンシップの状況報告  

●  キャリア開発室からのご挨拶 
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■ ワークショップの最後にキャリア相談について松山先生から紹介がありました。 

松山先生からは、「キャリア相談は就職先を紹介するところではなく、あなたの望んでいる将来の
キャリアについて一緒に考えるところです。」と説明がありました。 

■ キャリア開発室のホームページからパンフレットをご覧ください。（英語版もあります） 

☆第4回講義：アンドリュー・ガン氏の期待とは 

☆第1回ワークショップとキャリア懇談会も大盛況 

☆キャリア相談のご紹介 

● ワークショップおよびキャリア懇談会の報告 

第4回 高度専門キャリア形成論Ⅰ・Ⅱが、9月13日(金)に開催されました。 

「あなたは日本で終わるのか」 アンドリュー・ガン 氏（株式会社リバネス） 

●  キャリア相談のご紹介  

●  講義の開催報告 

夏休み期間は、高度専門キャリア形成論の講義はありませんでしたので、９月度は通常の講義に加え
て、ワークショップとキャリア懇談会を同時開催する運びとなりました。 

当日は、総勢７０名以上の参加者があり大盛況でした。 

キャリア開発室では、キャリアの開発を希望するＰＤおよびＤＣの皆さんのお役に立てるよう、今後
も魅力的なプログラムの企画・開催を継続していきます。ご期待ください！ 

要望や質問等は、お気軽にキャリア開発室までご連絡ください。 

■アンドリュー・ガン氏による「高度専門キャリア形成論」の講義 

ガン氏は初めに、本日の講義の目的として「日本の若者は、もっと海外で活躍する機会があること
に気付いて欲しい。」と言われました。また、「学生時代から科学を世界へ繋げる仕事がしたいと考
えており、次第にScienceGlobalBusinessの流れを橋渡しする仕事をやってみたいと思うよう
になった。その後、博士課程３年の時に出会ったリバネス社の影響で、Science Bridge 
Communicatorになろうと決意した。」と、現在の仕事に至った経緯を説明されました。 

次に、スライドを使ってリバネス社の事業内容について紹介がありました。リバネス社では、「仕
事とは、仕事を仕掛けること。そして、各人がビジョンを持っていること。」を大切にしているそう
です。主な事業として、教育、人材開発、技術の３分野を得意としているとの説明がありました。ま
た、日本やシンガポールでの成功事例も紹介されました。 

ガン氏が、「海外に行きたい人は？」と会場内に質問したところ、１～２人しか手を挙げなかった
ことに驚いたようで、とても残念だと言っていました。そこで、なぜ海外を目指す必要があるのかに
ついて、「大企業以外にも凄い技術が日本には沢山ある。でも、海外に発信していないことがもった
いない。」と述べられ、「だから、若者が海外に行って、日本の素晴らしい技術を世界に発信して欲
しい。」と訴えていました。 

続いてガン氏は、質問に答える形式でいくつかの具体的にやるべきことについて説明されました。 

それは、①発信すること、②体験すること、③探索すること、の３つ。そして、「新しい仲間を作り、
新しいアイデアと可能性を探り、自分の属する社会の可能性を高めることをして欲しい。」と日本の
若者たちへの期待を述べられました。 

そして、いつやるの？… （今でしょ！）で、締め括られました。 

ガン氏の誠実さと、旺盛な好奇心と、意欲溢れる行動力が、とてもよく伝わった講演でした。 

キャリア開発室一同 

トピックス 

キャリア相談のご紹介パンフレットができました。 

キャリア開発室 

【次回の開催予定】 
  第５回 「高度専門キャリア形成論Ⅰ・Ⅱ」は、10月24日(木)に開催されます。 
     塩原 泰 氏 （一般社団法人海洋産業研究会 主任研究員） 

第1回 ワークショップとして長期インターンシップ報告会が開催されました。 

   （王 琦 さん、渡邊隆司さんによる研修修了報告） 
第1回キャリア懇談会も併せて開催されました。 

今回は、いつもの高度専門キャリア形成論の第４回目講義に引き続き、今年
度の第１回ワークショップ（インターンシップ修了者２人による就業体験報
告）および企業の方々との情報交換会が開催され、盛りだくさんのイベントと
なりました。また、総勢７０名以上の方々に参加していただき、情報交換会も
企業トップの方を含む１３名の方々と学生・ＰＤとが、活発に意見交換ができ
た有意義な時間となりました。そして、全行程を通して、瀬川先生の軽妙な司
会で恙なく進行することができましました。 

■ 開会のご挨拶 

最初に、キャリア開発室の小川室長が開会の挨拶の中で、「今日では、博
士号を持っている人達が、世界中の現場でたくさん働いている。日本でも世
界でも、博士号保有者の活躍が益々期待されている。」と激励しました。 

講義に続いて長期インターンシップの修了者による体験報告がありました。 

■ 王さんの報告 

日々の積み重ねによる達成感は、仕事を楽しくしてくれると感じたそうです。イン
ターンシップに参加することは、自分探しや将来に役立つことが得られる有意義な
経験となると話されました。 

■ 渡邊さんの報告 

長期インターンシップに参加するときに、考慮した方がよいと思う点について「①
余裕があるときに応募する。②たとえ興味がなくてもシッカリこなそう。③たまに
は笑顔を見せよう。」と話されました。研修をやってみて、改善した方が良いと感
じた点についても幾つか指摘していただきました。 

■ キャリア懇談会は大盛況！ 

引き続いて開催されたキャリア懇談会は、最初に竹内先生のご挨拶で始まりました。
学生・ＰＤの参加者は２０名、また企業の方は１３名が参加されました。積極的に
企業トップの方に話しかける学生・ＰＤも多く、大盛況の情報交換会となりました。 


